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呼吸リハビリテーションの費用対効果. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32(Suppl.): 137s, 2022.

石川 朗，植木 純，神津 玲，安藤 守秀，桂 秀樹，黒澤 一，佐野 恵美香，佐野 裕子，高橋 仁美，玉木 彰，津田 徹，竹
川 幸恵，髻谷 満，樋野 恵子，呼吸リハビリテーション委員会：COVID-19に対する呼吸リハビリテーションに関する
調査報告. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32(Suppl.): 90s, 2022.

一ノ宮 大雅，関野 元裕，荒木 寛，岩崎 直也，矢野 倫太郎，松本 聡治朗，東島 潮，花田 匡利，神津 玲，原 哲也：
COVID-19PICSと早期リハ介入の効果 COVID-19重症呼吸不全管理における前傾側臥位療法の有用性. 日本集中治療医学
会雑誌 29(Suppl.1): 325, 2022.

小関弘展，尾﨑 誠：高位脛骨骨切り術と脛骨顆外反骨切り術の短期臨床成績比較. The Japanese Journal of
Rehabilitation Medicine :  2022.

島田陽向, 井口茂, 平瀬達哉, 平林晴菜, 飯野朋彦, 林満廣, 平田修己, 川村征大：地域在住の後期高齢者における転倒関連
因子に関する調査. 第32回長崎県理学療法学術大会抄録集 : K18, 2022.

川村征大, 石井瞬, 辻田みはる, 森岡銀平, 小森峻, 小山将史, 宮田倫明, 飯野朋彦, 井口 茂：腰椎疾患高齢患者におけるフレ
イルの多面性に関する実態調査. 第32回長崎県理学療法学術大会抄録集 : K18, 2022.
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梶山史郎，小関弘展，青木龍克，尾﨑 誠：整形外科手術部位感染の予防対策 - 手術手技関連の予防対策 -. 日本整形外
科学会雑誌 963:  2022.

小関弘展，今井智恵子，砂川伸也，志田崇之，朝永 育，尾﨑 誠：コバルトクロム摩耗粉は表皮ブドウ球菌のインプラ
ント表面への付着を抑制する. 日本整形外科学会雑誌 968:  2022.

小関弘展，今井智恵子，砂川伸也，志田崇之，朝永 育，尾﨑 誠：表皮ブドウ球菌の生体材料表面付着に対するコバル
トクロム摩耗粉の影響. 日本骨・関節感染症学会誌 45:  2022.

山口晃樹，徳永誠次，清水吾朗，有吉雄司，塚原圭子，下濱太陽，井口茂，諸岡俊文：急性期病院における高齢入院

患者の日常生活動作能力の低下の要因～フレイル・サルコペニアに着目して～. 九州理学療法士学術大会誌2022 : o-47,
2022.

山口晃樹, 徳永誠次, 光武泰裕, 古川竜及介, 縞田千咲, 井口茂, 諸岡俊文：急性期病院における高齢入院患者のサルコペニ
アの発生率とその要因. 第9回日本予防理学療法学会学術大会プログラム・抄録集 : 88, 2022.

植田浩章, 佐々木遼, 山口晃樹, 小泉徹児, 井口茂：急性期病院に入院した高齢患者の嚥下障害の有無による身体機能及び
ADLの変化. 第9回日本予防理学療法学会学術大会プログラム・抄録集 : 135, 2022.

森下辰也，永田郁弥，遠山柊介，陶山和晃，板木雅俊，田中貴子，神津 玲：虚弱高齢者における舌圧とその関連要因.
日本摂食・嚥下リハビリテーション学会雑誌 26(3): S203, 2022.

飯野朋彦，平瀬達哉，井口茂：介護予防・日常生活支援総合事業に参加した高齢者の軽度認知障害に影響をおよぼす

要因の検討. 第9回日本地域理学療法学術大会抄録集 : 2238, 2022.

片岡英樹，後藤　響，野元祐太郎，近藤祐太朗，中川晃一，柿田徹郎，山下潤一郎，平瀬達哉，坂本淳哉，沖田

実：行動医学的介入を併用したリハビリテーションの有効性が乏しい脊椎圧迫骨折患者の多面的特徴. PAIN
REHABILITATION 12(2): 123, 2022.

前田俊輔，三宅純平，本田祐一郎，高橋あゆみ，梶原康宏，坂本淳哉，沖田　実：不動によって発生・進行した筋

痛、筋萎縮、筋性拘縮に対する筋収縮運動の効果. PAIN REHABILITATION 12(2): 157, 2022.

本川智子，坂本淳哉，宮原祥汰，佐々木　遼，本田祐一郎，沖田　実：低強度の筋収縮運動が末期変形性膝関節症の

疼痛を軽減する機序の検討 動物モデルを用いた実験的研究. PAIN REHABILITATION 12(2): 157, 2022.

宮原祥汰，坂本淳哉，本川智子，佐々木　遼，本田祐一郎，沖田　実：継続的な歩行運動の実践は膝関節内における

抗炎症性サイトカインの発現を増加させることでOA発症後の痛みを軽度にする. PAIN REHABILITATION 12(2): 156,
2022.

近藤康隆，吉田佳弘，坂本有希倫，本田祐一郎，片岡英樹，坂本淳哉，沖田　実：人工膝関節全置換術1年後における
日常生活困難度が高い患者の特徴に関する検討. PAIN REHABILITATION 12(2): 150, 2022.

坂本有希倫，近藤康隆，吉田佳弘，本田祐一郎，沖田　実，坂本淳哉：上肢エルゴメーターを用いた有酸素運動が人

工膝関節全置換術後早期の痛みや身体機能におよぼす影響. PAIN REHABILITATION 12(2): 147, 2022.

青木秀樹，片岡英樹，山下潤一郎，吉武孝敏，本田祐一郎，坂本淳哉，沖田　実：不活動性疼痛の改善に着目した介

入が行動・心理症状の改善をもたらし、介護負担の軽減に繋がった混合型認知症の一症例. PAIN REHABILITATION
12(2): 134, 2022.

佐々木　遼，坂本淳哉，宮原祥汰，本川智子，沖田星馬，本田祐一郎，沖田　実：低強度パルス超音波フォノフォ

レーシスによる疼痛軽減効果のメカニズムの検討 ラット膝関節炎モデルを用いた検討. PAIN REHABILITATION 12(2):
119, 2022.

吉梅智恵，江島千尋，佐々木　遼，本田祐一郎，坂本淳哉，沖田　実：寒冷療法単独および寒冷療法と温熱療法の併

用がラット有痛性瘢痕モデルにおよぼす影響. PAIN REHABILITATION 12(2): 118, 2022.

沖田星馬，本田祐一郎，梶原康宏，高橋あゆみ，佐々木　遼，大賀智史，近藤康隆，吉田佳弘，坂本淳哉，沖田

実：不活動性筋痛の予防に有効な運動様式の検討 電気刺激誘発性筋収縮運動と持続的伸張運動の比較. PAIN
REHABILITATION 12(2): 118, 2022.

佐々木　遼，本田祐一郎，中川晃一，高橋あゆみ，坂本有希倫，後藤　響，近藤康隆，片岡英樹，坂本淳哉，沖田

実：変形性股・膝関節症患者の身体活動量や痛みに対する運動療法および患者教育の効果 メタアナリシスによる検討.
日本運動器疼痛学会誌 14(4): 54, 2022.

田中貴子：日本の呼吸リハビリテーション：現在の問題と展望. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32suppl:
2022.

田中貴子, 永田郁弥, 池内智之, Mekhuri Samantha, Nonoyama Mika：COPD患者において症状,健康関連生活の質,身体活動
および医療機関の利用状況は気候と関連する. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32(Suppl.): 165s, 2022.



6

43 .

B-e-2
1 .

2 .

3 .

4 .

5 .

6 .

7 .

8 .

9 .

10 .

11 .

12 .

13 .

14 .

15 .

16 .

17 .

18 .

19 .

南川勇二，西　祐樹，藤井慎太郎，生野公貴，森岡　周：回復期脳卒中患者における上肢活動量の時空間特性 -加速度

計を用いた特徴分類- . 第20回日本神経理学療法学会学術大会抄録集 20: 211, 2022.

水田直道，蓮井成仁，西　祐樹，比嘉康敬，松永綾香，山本泰忠，大西　空，佐藤悠樹，中谷知生，田口潤智，森岡

周：脳卒中患者の歩行における筋シナジー併合の下降性神経メカニズム . 第20回日本神経理学療法学会学術大会抄録集

20: 185, 2022.

坂本淳哉，宮原祥汰，本川智子，佐々木　遼，本田祐一郎，沖田　実：継続的な歩行運動の実践による抗炎症性サイ

トカインの発現増加はOA発症後の痛みを軽度にする. 日本ペインクリニック学会誌 29(program): 5a, 2022.

本川智子，坂本淳哉，宮原祥汰，佐々木　遼，本田祐一郎，沖田　実：低強度の筋収縮運動が末期変形性膝関節症モ

デルラットの痛みにおよぼす機序の検討. 日本ペインクリニック学会誌 29(program): 4a, 2022.

中川晃一，片岡英樹，井上凛子，近藤佑太朗，野元祐太郎，後藤　響，山下潤一郎，本田祐一郎，坂本淳哉，沖田

実：異なる関節角度で評価した筋硬度と関節可動域との関連性 健常高齢者および障害高齢者を対象とした検討. 日本整
形外科超音波学会学術集会プログラム・抄録集 33: 145, 2022.

乾　康浩，水田直道，西　祐樹，山口有紀，森岡　周：脳卒中患者の不整地歩行の特徴

―生体力学的パラメータと神経筋制御の変化－. 第20回日本神経理学療法学会学術大会抄録集 20: 163, 2022.

西　祐樹，南川勇二，生野公貴，森岡　周：回復期脳卒中患者の実生活環境における歩行の冗長性の特徴 . 第20回日本
神経理学療法学会学術大会抄録集 20: 184, 2022.

片岡英樹，後藤　響，本多彩菜，中川晃一，近藤祐太朗，野元祐太郎，柿田徹郎，山下潤一郎，森田　馨，平瀬達

哉，坂本淳哉，沖田　実：サルコペニアが脊椎圧迫骨折に対する保存療法の多面的アウトカムに与える影響

AWGS2019の診断基準を用いて. 運動器理学療法学 2(Supplement): S11, 2022.

坂本淳哉：臨床課題解決に向けた解剖学的研究の展開－基礎研究と臨床研究の融合による理学療法学研究－. 運動器理
学療法学 2Supplement: S42, 2022.

小関弘展, 松垣竜太郎：令和3年度論文賞 学会誌最優秀論文賞・国際誌最優秀論文賞受賞に寄せて. The Japanese Journal
of Rehabilitation Medicine 5910:  2022.

坂本淳哉：痛覚変調性疼痛の概念と集学的治療におけるペインリハビリテーションの役割. 日本慢性疼痛学会プログラ
ム・抄録集 51: 63, 2022.

坂本有希倫，近藤康隆，吉田佳弘，本田祐一郎，沖田　実，坂本淳哉：上肢による有酸素運動が人工膝関節全置換術

後早期の痛みや身体機能におよぼす影響. 日本ペインクリニック学会誌 29(program): 26a, 2022.

佐々木　遼，本田祐一郎，大賀智史，田中なつみ，梶原康宏，中川晃一，坂本有希倫，盛田日菜子，近藤祐太朗，沖

田星馬，後藤　響，近藤康隆，片岡英樹，坂本淳哉，沖田　実：運動療法と患者教育が変形性股・膝関節症患者の身

体活動量におよぼす影響 メタアナリシスによる検討. 運動器理学療法学 2(Supplement): S103, 2022.

坂本有希倫，坂本淳哉，田中なつみ，梶原康宏，山下正太郎，井上恒平，寺尾　瞳，本田祐一郎，尾崎　誠，沖田

実：人工股関節全置換術後に慢性術後疼痛を呈する患者の急性期における特徴 診療記録を用いた後方視調査. 運動器理
学療法学 2(Supplement): S97, 2022.

後藤　響，片岡英樹，中川晃一，近藤祐太朗，野元祐太郎，山下潤一郎，森田　馨，坂本淳哉，沖田　実：大腿骨近

位部骨折術後患者に対する目標設定に基づく活動促進プログラムの効果に関する予備的検討. 運動器理学療法学
2(Supplement): S58, 2022.

中川晃一，片岡英樹，井上凛子，近藤佑太朗，野元祐太郎，後藤　響，山下潤一郎，本田祐一郎，坂本淳哉，沖田

実：大腿骨近位部骨折術後患者の退院時ADLに影響を及ぼす因子の検討 術後2週目における筋力,筋量の影響. 運動器理
学療法学 2(Supplement): S56, 2022.

盛田日菜子，坂本淳哉，梶原康宏，山下正太郎，井上恒平，寺尾　瞳，田中なつみ，本田祐一郎，尾崎　誠，沖田

実：人工膝関節全置換術後の急性期に強い痛みを呈する変形性膝関節症患者の術前の特徴. 運動器理学療法学
2(Supplement): S21, 2022.

本田祐一郎，高橋あゆみ，坂本淳哉，沖田　実：不動化した骨格筋における線維化の発生メカニズムにはミトコンド

リアの機能不全を介した筋核のアポトーシスが関与する. 日本結合組織学会学術大会プログラム・抄録集 54: 61, 2022.

近藤祐太朗，片岡英樹，野元祐太郎，中川晃一，後藤　響，山下潤一郎，森田　馨，坂本淳哉，沖田　実：強い腰背

部痛が残存する脊椎圧迫骨折患者の入院時の特徴に関する検討. 運動器理学療法学 2(Supplement): S84, 2022.

坂本有希倫，近藤康隆，沖田星馬，吉田佳弘，本田祐一郎，沖田　実，坂本淳哉：人工膝関節全置換術後のリハビリ

テーションで実施する有酸素運動が痛みや運動機能,QOLにおよぼす影響 予備的検討. 日本運動器疼痛学会誌 14(4): 53,
2022.
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　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact Factor値一覧

加藤慶紀，知花朝恒，平田康介，寺岡優希，壹岐伸弥，石垣智也，西　祐樹，川口琢也：身体活動量が上肢活動量に

与える影響 上肢活動量計測と主観的な使用頻度に乖離を認めた脳出血後片麻痺の一例. 第20回日本神経理学療法学会学

術大会抄録集 20: 357, 2022.

井川祐樹，大住倫弘，松田総一郎，浦上慎司，壹岐伸弥，渕上　健，松田麻里奈，村山慎弥，木山風香，内沢秀和，

中田佳佑，西　祐樹，森岡　周：視床病変5症例における中枢性脳卒中後疼痛の特徴の違い－体性感覚機能の特徴と脳

画像解析－. 第20回日本神経理学療法学会学術大会抄録集 20: 262, 2022.

林田一輝，西　祐樹，森岡　周：歩行中の感覚運動不一致に関する研究 ―自己の観察視点に着目した予備実験の報告

―. 第20回日本神経理学療法学会学術大会抄録集 20: 374, 2022.

2022

Impact Factor 教員当たりのImpact Factor 論文当たりのImpact Factor

86.576

165

学会発表数一覧

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計

8.658 3.092

B-a B-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

B-b

学会

合計

2022

2022

65 80

A-c

165

112

論文数一覧

A-a A-b A-e SCI合計 B-a B-b B-c B-d B-eA-d

A-a A-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

A-b

学会

合計 総計

2022 31 0 1 0 0 2832 7 4 4 0

欧文論文総数 教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.286 3.200 0.875 2.800

総計

0 0 0 0 4 15 146


